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僅盤鵠害）i　　　＊12月の税金＊

固定資産税（3期分）

納期限12月26日（月）まで

この社会　あなたの税が　生きている
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第3材号　　　　　　　　　　　　　　的西め餅（2）

年度別財政規模の推移

53　　54　　55　　56　　57（年度）

2、781．230　　　3．093．826　　　4．263、515

2．609．847　　　　2，918．408　　　　3．888．001

2．764．962　　　4．219，144

2．591，244　　　3．945．412

昭和57年度　普通会計収入状況表
（△印はマイナス）

費　　　　　　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 噌∴減額 �構成比 
（千円） �（％） 

1町　　　　　　　　　税 �778．717 �112．059 �18．3 

2地　方　穣　与　税 �42．384 �724 �1．0 

35．443 �7．169 �0．8 

36．896 �641 �0．9 

5地　方　交　付　税 �830．140 �32、333 �19．5 

2．023 �563 �－ 

7分担金及び負担金 �138．877 �13．552 �3．3 

23．041 �7．233 �0．5 

9国　庫　支　出　金 �1，019．358 �343．086 �23．9 

10県　　支　　出　　金 �149．138 �△　　367．498 �3．5 

11財　　産　　収　　入 �99．878 �27．208 �2．3 

12寄　　　　附　　　　金 �275．523 �△　139．858 �6．5 

13繰　　　入　　　金 �0 �△　　40．000 �－ 

14繰　　　　越　　　　金 �273．732 �98．314 �6．4 

15詣　　　　収　　　　入 �238．665 �△　154．555 �5．6 

16町　　　　　　　　　倣 �319，700 �103．400 �7．5 

成　　人　　合　　計 �4，263，515 �44．371 �100．0 

昭
和
五
十
七
年
度
の
本
町
財

政
事
情
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十

五
・
五
十
六
年
度
に
引
続
き
、

国
・
地
方
共
に
行
財
政
改
革
が

叫
ば
れ
る
を
か
で
、
予
算
の
適

正
執
行
を
重
要
な
課
題
と
し
事

業
等
の
推
進
を
計
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
七
年

度
の
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
六
年
度
の
決
算
額
に
比

し
、
歳
入
に
お
い
て
一
・
〇
％

の
増
、
歳
出
に
お
い
て
一
・
五

％
の
減
と
余
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
昭
和
五
十
七
年
度
の

決
算
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
歳
入
総

額
は
、
四
十
二
億
六
千
三
百
五

十
一
万
五
千
円
、
歳
出
総
額
は

三
十
八
億
八
千
八
百
万
一
千
円

差
引
三
億
七
千
五
百
五
十
一
万

四
千
円
（
内
緒
繰
越
額
二
億
六

千
七
百
七
十
三
万
一
千
円
）
が

昭
和
五
十
八
年
度
へ
の
繰
越
し
＞

と
を
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
表＜

簡
閲
闇
開
園
園
勘

普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
四
十
二

億
六
千
三
百
五
十
一
万
五
千
円
で
、
前

年
度
よ
り
四
千
四
百
三
十
七
万
一
千
円

の
増
と
在
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
訳
は
、
（
姦
I
Y
の
よ
う

に
、
国
庫
支
出
金
　
（
二
三
・
九
％
）
が

最
も
大
き
く
、
次
に
地
方
交
付
税
（
一

九
・
五
％
）
、
町
税
　
（
一
八
・
三
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
。



（3）僅⑩筋の紺　　　　　　　　　　　　　　第327号

昭和57年度普通会計性質別内訳

．十二∵三三三「．∴∴．．、 （9．1％） 韓警託霊，252，。熟議円∴∴停 

復（46i6％）（千円）細雪。。，28。災 

敬謙　公債費（6”9％’堀響 
失業対寂248，718　（6．4％） 事難（6i4％）鰯　繰出金 399．787　　19，894（0．5％ 

（10・3％）　青も‘　　積　立　金 

56・9％　　　　貸志6・774（1・5％ 

昭和57年度　普通会計支出状況衰
（△印はマイナス）

貫　　　目 �決　算　額 �対前年度増 �構成費 （千円） �減額（千円） �（％） 

1〃【∴会ii賢 �58．804 �△　　116 �1．5 

2総　務　費 �332．828 �△481．959 �8．6 

3民　生　費 �361．165 �△14．849 �9．3 

l鷹∴∴生∴ig �141．318 �12．469 �3．6 

5労　働∴貫 �399．787 �100．014 �10．3 

6展秋水産業賞 �154．121 �△347．093 �4．0 

7商　工　費 �37，972 �25，292 �1．0 

8土　木　費 �1．360．389 �581．131 �35．0 

9消　防　費 �101．882 �12．971 �2．6 

10教　育　費 �574，490 �217．582 �14．8 

626 �∠ゝ　66．572 �－ 

12公　備∴∴費 �248．747 �△212．153 �6．4 

13諾　支　出金 �115．872 �115．872 �2．9 

14予　備　費 �－ � �－ 

重　出　合議 �3，888．001 �△　57．411 �100．0 

性質別支出状況表

区　　分 �決　算　額 �構成費 
（千円） �（％） 

人　　件　　費 �440．934 �11．3 

物　　件　　費 �352．051 �9．1 

雛鰐補修費 �17．265 �0．4 

扶　　助　　費 �269．289 �6．9 

補　助　費　等 �252．093 �6．5 

公　　偉∴∴賞 �248．718 �6．4 

輸∴∴土∴∴禽 �56．774 �1．5 

殺i賞出資 及び貸付金 �18．100 �0．5 

繰　　出　　金 �19．894 �0．5 

書道建設事業費 �1．812．470 �46．6 

626 �－ 

失業対策事業費 �399．787 �10．3 

合∴∴∴∴柵 �3．888．001 �100．0 

歳
出
総
額
は
、
三
十
八
億
八
千
八

百
万
一
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
五
千

七
百
四
十
一
万
一
千
円
の
減
と
な
っ

て
お
り
、
性
質
別
の
内
訳
は
、
（
衰

2
）
　
の
よ
う
に
、
消
質
的
経
費
が
三
　
府
線
道
胎
改
良
工
事
、
仮
称
遠
賀
第

四
・
二
％
、
投
資
的
経
費
が
五
六
・
　
2
中
学
校
用
地
造
成
工
事
の
他
、
道

九
％
、
そ
の
他
の
経
費
が
八
・
九
％
　
路
（
新
設
改
良
、
舗
装
）
、
河
川
等

と
を
っ
て
い
ま
す
。

主
な
建
設
事
業
は
、
4
ペ
ー
ジ
の

表
の
と
お
り
で
す
が
、
尾
崎
、
上
別

の
整
備
が
主
を
事
業
で
す
。



集約古　　　　　　　　　　　　座⑭筋の紺（。）

事　　業　　名 �契約金額 

公　園　道　路　新　設　工　事 �31．804 

グ　ラ　ン　ド　新　設　工　事 �39．100 

広渡地区排水路改修工事 �57，070 

尾崎、上別府線道路改良工事 �287．746 

仮称遠賀第2中学校用地造成工事 �194．620 

さ　か　いIii改　修　工　事 �83，244 

前川排水路改修工事 �138．519 

木守地区かんがい排水工事 �34，385 

鍋ケ棒線道路舗装工事 �16，500 

木守地区下水排水路改良工事 �27．267 

塚の元、丸の内線改良舗装工事 �38．308 

山　田　川　排　水　路　工　事 �15，107 

古Iii、鶴の前線道路舗装工事 �13．469 

別　府　排　水　路　工　事 �14．145 

宮ノ前、正棒線道路新設工事 �9，998 

八手町18号線道路舗装工事 �9．183 

住民1人当り　　　l世帯当り

年度別国保会計の推移

［二］ き �綴歳 �歳入 出 � �「／： � � � �∴／ �∴： 

53　　　　54　　　　55　　　　56　　　　57（年度）

300．261　376．371　454，635　490．240　490，171

259．939　331．494　408．044　469、527　462．719

ト被保険者1人当り1

国
民
健
康
保
徳
事
業
特
別
会
計

昭
和
5
7
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入
総
額

四
億
九
千
十
七
万
一
千
円
、
運
出
総
額
四
億
六
千
二
百
七
十
一
万

九
千
円
で
前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
、
歳
出
共
に
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
は
昭
和
五
十
八
年
二
月
か
ら
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、

老
人
医
療
が
分
離
さ
れ
た
た
め
で
す
。
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回
保
会
計
の
税
負
担
と
給
付
の
状
況



第327号塵⑰㊨め彿（5）

次のメッセージが、世界人語重富鈍間年を記念して、国運裏話総

長より、日本国民あてに寄せられました。

ーメッセージ一

人経の鍵勤i、人類共通の張鯉であります。それには圃場（章

ありません。そして、また、それは、国連に諜せられた重要か

つ水練的な使命であIIます。

我々すべてが取り組んでいる人種の擁護は、「岐市民、非政

府機同、政府そして国豊の巾広い、また、絶のまぬ努力を必要

とする的増であります。そして、これらの努力が成果をあけ、

また、一触市民が、個人としてあるいは共同して人絹を犠遍す

るための役割を果たすためには、入組の基鰭がすべての国の人

々によI）良く知られるようにすることか撞めて重要であります。

入棺の分野‘こおけら国連の目的は、国連の勢力か国家レー持し及

び地方レ（○して支持されない限り虚し逮けらことはできません。

それゆおこ、私は、世界人情宣言35周年を機会に、日本におい

て、人々の人権を確保すべく想像力あふれた努力がなされてい

ることにl乗1、浦足を縫えるものであります。私は、この青賞に

値すら努かこかかあるすべての人々に対してお祝い申し上げる

ととりこ、この努力が、〇本における大輪意瞳の商館に実質的

な貫徹を行い、また、国際及び地方の両面において等しく人権

の高揚に寄与することを期待するものであります。

4㌢…ス・霊

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
普
段

と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
（
第

一
条
前
文
）
」

こ
の
世
界
人
権
宣
言
が
国
際
連
合
で

採
択
さ
れ
て
、
今
年
で
三
十
五
周
年
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
独
立
宣
言
（
一
七
七
六
年
）
や
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
人
権
宣
言
（
一
七
八
九
年
）

で
、
す
べ
て
の
人
間
の
自
由
と
平
等
の

権
利
が
う
だ
わ
れ
て
以
来
、
す
で
に
二

百
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
人
権
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。
今
も
な
お
、
世
界
の
各

地
で
人
権
や
性
別
、
思
想
な
ど
の
違
い

に
よ
る
い
わ
れ
な
き
差
別
や
虐
待
、
争

い
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
人
権
田
鶴
は

身
の
回
り
に
も
あ
る
）

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
、
婦
人
、

障
害
者
、
同
和
問
題
か
ら
、
家
庭
内
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
に
い
た
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
、
法
務
局
や
人
権
擁

護
委
員
（
全
国
で
一
万
一
千
五
百
人
）

が
受
け
付
け
た
人
権
に
ま
つ
わ
る
枯
淡

件
数
は
、
三
十
七
万
件
に
も
上
り
ま

す
。
ま
た
、
法
務
省
・
人
権
擁
護
続
開

が
「
人
権
侵
犯
事
件
」
と
し
て
受
理
し

た
も
の
も
約
一
万
六
千
件
。
一
日
に
四

十
三
件
の
割
合
で
人
権
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

（
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は

あ
た
し
た
ち
自
身
）

結
婚
の
妨
害
や
子
供
・
お
年
寄
り
に

対
す
る
唐
詩
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、
思
想
・
信
条
に
よ
る
解
雇
、
同
和

地
区
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す

る
差
別
　
－
。
同
じ
人
間
で
あ
り
な
が

ら
、
不
当
な
待
避
や
薮
い
を
受
け
て
い

る
人
々
が
、
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
自
身
も
、
こ
う
し
た
ト

ラ
ブ
ル
の
加
害
者
や
被
害
者
に
な
り
か

ね
な
い
の
で
す
。
人
権
に
ま
つ
わ
る
悲

劇
は
、
地
震
や
台
風
、
交
通
事
故
に
よ

る
災
害
の
よ
う
に
、
そ
の
原
因
を
「
自

然
」
や
「
走
る
凶
器
」
に
求
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
私
た
ち
一
人

一
人
の
問
題
で
す
。

（
優
さ
れ
て
知
る

人
権
の
大
切
さ
）

十
二
月
四
日
か
ら
、
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
十
一
一
月
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
初
め
て
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
知
る
の
で
は
遅
い
と
い
わ
れ

ま
す
。
人
橋
問
題
に
出
合
っ
て
か
ら
そ

の
大
切
さ
に
気
づ
く
前
に
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
を
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

福
岡
法
務
局
で
は
、
今
年
も
「
互
い

に
相
手
の
立
場
を
番
え
て
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
つ
く
ろ
う
」
を
目
指
し
て

o
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

o
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う

。
障
害
者
の
完
全
鯵
加
と
平
等
を
笑

現
し
よ
う

o
家
庭
に
団
ら
ん
を

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
に
あ
た
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

差
別
を
な
く
し
、
婦
人
が
家
庭
人
と
し

て
慕
わ
れ
、
社
会
的
地
位
を
高
め
、
家

族
の
温
か
い
需
ら
い
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
る
心
の
ふ
れ
合
い
を
、
さ
ら
に
深
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
遠
賀
町
で
は
、
人
権
相
談
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
営
ん
で

い
く
う
え
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律
上

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て

因
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
、
福
岡
法

務
局
北
九
州
支
局
職
員
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オアシス遭約才

★毎月15日は「環境浄化の日」 

★毎月第3日曜日は「家庭の日」 

eeed

5年　中野　靖子

轟
国
④
回

広
渡
小
学
校
作
品
紹
介

④
捕
夢
診
易
蓮
田

か
っ
た
で
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う
に
を
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と

今
で
は
、
知
っ
て
る
お
ば
ち
ゃ
ん
や
　
う
に
、
あ
い
さ
つ
す
る
と
、
気
持
ち
い

近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
も
、
あ
い
さ
つ
　
い
と
い
う
こ
と
が
あ
か
り
ま
し
た
。

オ
ア
シ
ス
運
動
に
つ
い
て

5
年
　
田
　
中
　
理
　
恵

わ
た
し
は
、
必
ず
お
母
さ
ん
に
、
お

は
よ
う
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
あ
た
し
が
、
よ
う
ち
園
の

こ
ろ
か
ら
で
す
。
お
母
さ
ん
は
、
わ
た

し
が
よ
う
ち
園
の
い
ち
番
う
え
に
在
っ

た
こ
ろ
、
急
に
　
「
毎
朝
お
は
よ
う
と
い

う
の
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
急
に
な
ん
で
あ
ん
な
こ

と
を
言
う
か
、
あ
ま
り
あ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

で
も
、
あ
た
し
は
、
よ
う
ち
園
の
先

生
か
ら
も
、
あ
い
さ
つ
は
、
し
た
は
う

が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

朝
、
わ
た
し
が
　
「
お
は
よ
う
」
と
い

っ
た
ら
、
に
こ
っ
と
し
て
く
れ
て
、
「
お

は
よ
う
」
と
言
い
わ
す
れ
て
も
、
お
母

さ
ん
が
、
「
お
は
よ
う
は
」
と
言
う
と
、

広聖進年4

す
く
あ
た
し
が
、
「
お
は
よ
う
」
と
言
う
。

そ
う
す
る
と
、
お
母
さ
ん
が
「
に
こ
っ
」

と
し
て
く
れ
る
。
あ
た
し
は
、
「
に
こ
っ
」

と
し
て
く
れ
る
の
か
と
て
も
う
れ
し
い

か
ら
、
い
つ
も
お
は
よ
う
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
け
ど
、
ほ
か
の
人
に
は
、
あ

ま
り
言
え
を
い
た
か
ら
、
今
度
は
お
父

さ
ん
に
、
言
っ
て
み
た
ら
と
お
母
さ
ん

が
、
言
っ
た
の
で
言
っ
て
み
た
。
そ
う

す
る
と
、
お
父
さ
ん
が
、
「
お
は
よ
う
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
あ
た
し
は
、
そ
れ

が
、
お
母
さ
ん
の
時
と
、
お
を
じ
く
ら

い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、
ほ

か
の
人
に
も
、
言
っ
て
み
よ
う
か
と
、

思
い
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
今
度
は
、

弟
に
言
っ
て
み
ま
し
た
。
で
も
答
え
は
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
は
、
先
生

や
友
達
に
い
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
「
思
い
き
っ
て
」
　
い
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
「
お
は
よ
う
」

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

あ
た
し
は
、
お
母
さ
ん
に
、
い
い
こ

と
を
、
教
え
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
よ



（7）　塵⑭筋他彿　　　　　　　　　　　　　　　　第327号

2年　おおひら　しのぶ

1年　まつお　ひでつぐ

ll＿　．。愚圏 ） 

6年　も非　　番

崎山競鞠戯て、、甲、！
！

b∴÷∴ ；轟も �誓繋器 

欝蒲諦 � 霊　　　（ �� 

2年　ながおか　みちよ

～

～

）

　

デ

ー

l

）

i

）

」

家
　
庭
　
の
　
日

家
庭
の
日
と
い
う
の
は
、
一
カ
月
に

一
度
の
貰
重
な
日
で
す
。

塙
れ
た
日
は
外
で
、
雨
の
日
は
、
室

内
で
家
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
や
お
手

伝
い
を
や
っ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
そ
の
家
庭
の
日
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
み
ん
な
草
取
り
を
し
て
い
ま

す
。
み
ん
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
う
で

すが　－。
「
老
い
よ
う
」

「
も
う
き
つ
い
よ
う
」

「
お
な
か
す
い
た
よ
う
」

ど
こ
か
ら
か
、
そ
ん
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
を
で
声
を
か
け
合
い
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
次
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
土
を

6
年
　
松
　
本
　
み
ゆ
き

耕
し
、
そ
の
上
か
ら
花
の
種
を
植
え
ま

し
た
。
そ
の
と
き
の
審
び
は
、
と
て
も

と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
に
、

お
な
か
の
す
い
た
あ
と
の
、
お
に
ぎ
り

は
、
と
っ
て
も
お
い
し
く
て
、
口
で
は

言
い
表
せ
な
い
も
の
で
す
。

あ
の
時
の
花
は
、
今
で
は
き
れ
い
に

さ
い
で
い
ま
す
。
あ
の
花
を
私
た
ち
家

族
で
は
、
「
家
庭
の
花
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

「
家
庭
の
B
L
そ
れ
は
、
私
た
ち
家

族
に
と
っ
て
大
切
な
貴
重
を
一
日
で
す
。

家
庭
の
日
が
で
き
て
、
家
族
み
ん
な

で
だ
ん
ら
ん
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
一
つ
。
家
庭
の
日
で
の
楽
し
い

想
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

奪
還
賀
田
青
少
年
育
成
町
民
会
議
瞭

ス

ロ

ー

ガ

ン

一
、
子
供
を
温
か
く
見
守
り
、
は
め
な
が
ら
緩
助
す
る
。

一
、
他
人
の
子
供
も
愛
情
を
も
っ
て
し
っ
か
り
指
導
す
る
。

一
、
す
す
ん
で
、
オ
ア
シ
ス
運
動
を
実
践
す
る
。

一
、
青
少
年
の
手
本
と
な
る
よ
う
、
行
動
す
る
。

一
、
小
さ
な
親
切
運
動
を
推
進
す
る
。
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萄
∵
馳
∴
琶
∴
館

目

口

参

0

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

▽
目
　
時
　
昭
和
5
0
毎
1
2
月
n
日
（
目
）
　
　
歳
　
⑦
女
子
4
0
歳
以
上
　
七
穂
各
9

開
会
式
9
時
0
0
分
　
　
　
　
・
5
億
で
学
生
・
生
徒
は
参
加
で
き

ス
タ
ー
ト
1
0
時
　
　
　
　
　
　
な
い
。

▽
っ
ー
ス
　
内
浦
小
鮒
－
波
津
～
温
川

～
成
田
山
－
内
浦
小
前
周
回
コ
ー
ス

▽
建
　
白
　
⑧
男
子
一
般
　
⑧
男
子
4
0

繊
　
⑧
男
子
5
0
蔑
　
④
男
子
0
0
蔑
以

上
　
⑥
女
子
2
9
歳
以
下
　
⑥
女
子
0
0

▽
申
込
締
切
　
n
月
約
日
へ
水
）

▽
申
込
先
　
北
九
州
教
育
奉
諸
所
内

遠
賀
郡
体
育
協
会
事
務
局
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
係
（
直
方
高
殿
町
）
に
参
加
料

千
円
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
桑
原
和
之
様

（
遠
賀
川
）
桑
原
カ
ズ
手
桶

故
田
中
息
衝
様

（
東
和
苑
）
田
中
マ
サ
子
様

故
添
田
ス
ガ
様

（
老
　
良
）
添
田
善
秋
機

敏
林
ト
モ
ヱ
様

（
尾
　
崎
）
林
源
四
郎
様

図
書
の
寄
贈

次
の
方
々
か
ら
、
中
央
公
民
館
図
書

室
に
、
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
捕
真
鶴
様
（
虫
生
津
）

吉
野
ユ
キ
様
（
虫
生
津
）

男

子

ソ

　

フ

　

ト

ボ

ー

ル

部

の

チ

ー

ム

　

を

募

集

し

て

い

ま

す

遠
賀
町
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
で

は
、
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
期
間
は
1
月
か
ら
1
0
月
ま
で
広
漠

小
学
枝
の
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
し
ま
す
。

現
在
Ⅱ
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
い
ま
す
．

あ
な
た
も
チ
ー
ム
を
作
っ
て
都
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
締
　
切
　
昭
和
約
年
1
月
3
1
日
（
火
）

▽
申
込
光
　
速
賀
川
　
森
田
誠
之
助

穏

（

2

9

3

）

0

0

0

3

技
能
向
上
訓
練
生
募
集

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
働

い
て
い
る
人
々
の
「
知
識
・
技
能
の
向

上
」
の
た
め
、
か
技
能
検
定
等
各
種
資

格
取
得
準
備
議
習
会
〟
を
開
い
て
い
ま

す。▽
講
習
実
施
料
　
鋳
造
・
機
械
・
仕
上

・
板
金
・
溶
接
・
穂
気
工
謡
・
配
管

・
製
缶
の
各
科

▽
訓
練
コ
ー
ス
　
o
土
・
日
コ
ー
ス

o
平
日
昼
間
コ
ー
ス
　
。
平
日
夜
間

コ
ー
ス

▽
受
話
科
　
無
料
～
四
万
円

詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
幡
技
能
開
発

セ
ン
タ
ー
　
八
幡
西
区
穴
生
3
丁
目
5

番
l
号
　
㊧
（
6
4
1
）
4
9
0
6
。

蛾
－
南
国
吊
り
④
相
場
分
劇
〝
布
日
周
O
i
山
田
。
物
思
伽
聯
＝
‖
V
O
の
W
V
胸
酬
崖
l

r
帰
陣
⑭
⑲
8
6
伊
常
情
y
㊦
p
u
－
⑧

≡
謬

料
理
栄
養
教
室
の
受
諾
生
募
集
　
　
▽
受
講
料
　
無
料
、
但
し
、
材
料
費
等
は

参
加
者
負
担

▽
期
　
間
　
1
2
月
1
4
日
～
昭
和
的
年
3
月
　
　
▽
申
込
〆
切
　
1
2
月
1
日
（
水
）

毎
週
水
曜
日
（
1
2
回
）
　
　
　
　
▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
（
2
9
3
）
1
3
5
5

場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
▽
募
集
人
員
　
2
5
名
（
申
込
み
多
数
の
場
合
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交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご椙談Iこ応じております

手駒9時半一午後4時00分（平日）

土面日は正午まで（索2土田日は休みます）

㊨専門の椙韻員が親身になってご椙談に応じます

⑥弁義士相談日●毎遭金曜日牛後1時～4時

社団法人　日本損害保険協会

小倉自動車保険請求椙談センター

北九州壷小倉北区釧履町9－1

明治失命小金ビル8晴　小魚卸食掛械所内

℡093－521－2140（正道）093一紙1－1531

電話のご相談もお受けします

ぎ
営
蓋
岩
魚
蚤
蚤
を
争
争
黄
葉
霊
窪
ま
蚤
を
唇
争
蚤

的
国
　
民
　
年
　
金
醐

さ
せ
ゼ
嘩
蔓
草
嘩
母
堂
昏
車
掌
母
音
せ
せ
母
や
母
や
母
母

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

不
起
訴
に
は
1
1
人
の
審
査
の
目

石
油
ス
ト
ー
ブ
を

安
全
に
取
り
扱
お
う

あ
な
た
が
、
昭
和
5
8
年
1
月
か
ら
1
2

月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

申
告
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
頭
が
「
社
会

保
険
料
」
と
し
て
所
得
額
か
ら
全
額
控

除
さ
れ
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん。
配
偶
者
や
生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
馨

親
族
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
あ
な
た

の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

控
除
さ
れ
ろ
額
は

⑲
一
人
　
5
0
年
一
年
分
完
納
の
場
合

④
定
額
保
険
料
6
8
、
1
3
0
円

㊥
付
加
保
険
料
　
4
、
8
0
0
円

な
お
、
定
頼
保
険
料
と
付
加
保
険
料

を
納
め
た
人
は
、
④
と
㊥
を
合
計
し
た

額
1
2
、
9
3
0
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
過
去
に
納
め
忘

れ
た
保
険
料
や
免
除
に
な
っ
た
期
間
に

つ
い
て
の
保
険
料
を
昭
和
5
8
年
中
に
納

め
た
抱
合
、
そ
の
頚
も
控
除
さ
れ
ま

す。
保
険
料
を
前
納
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
役
場
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
を
使
用
す

る
時
候
に
な
り
ま
し

公
庫
融
資
受
付
中

住
宅
金
融
公
暁
福
岡
支
所
で
は
、
昭

和
5
0
年
度
公
庫
融
資
の
第
3
回
申
込
み

を
受
付
中
で
す
。

▽
貸
付
種
類
一
般
住
宅
建
設
資
金
（

一
般
貸
付
）

▽
受
付
期
間
　
昭
和
5
0
年
Ⅱ
月
調
ロ
ー

1
2
月
9
日

▽
融
資
戸
数
　
六
万
八
千
戸

受
付
日
順
で
選
考
（
無
抽
選
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
館

福
岡
支
所
住
宅
相
談
係
　
趣
0
9
2
（

7
1
2
）
5
5
5
5
へ
ど
う
ぞ
。

田
園
閣

㊨
検
察
審
査
会
と
は
9
・

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
買
入
の
検
察
審
査
員
（
任
期
は

6
カ
月
）
が
、
い
わ
ば
一
般
の
国
民
を

代
表
し
て
、
検
察
官
が
部
件
を
起
訴
し

な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ

し
あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
謡
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑫
審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に
？

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検
察
審

査
会
に
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
審
査

を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
査
会

は
、
彼
害
者
な
ど
か
ら
の
申
立
て
が
な

く
と
も
、
進
ん
で
検
察
官
が
不
起
訴
に

し
た
事
件
を
取
り
上
げ
て
審
査
を
す
る

と
と
も
あ
り
ま
す
。

た
。
ス
ト
ー
ブ
は
居
室
な
ど
で
使
用
さ

れ
る
た
め
、
周
囲
に
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、

出
火
す
る
と
そ
の
ま
ま
燃
え
広
が
る
危

険
継
が
あ
り
ま
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
注
慧

事
項
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
す
る
前
に
は
十
分
な
点
検
、
整

備
を
す
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
た
く
物
を
干
し

た
h
ノ
し
な
い
。

○
対
震
自
動
消
火
装
置
は
正
し
く
セ
ッ

ト
し
て
使
用
し
、
時
々
掃
除
を
す
る
。

○
火
を
つ
け
た
ス
ト
ー
ブ
か
ら
長
時
間

離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
火
を
つ
け
た
状
態
で
給
油
し
た
り
持

ち
運
ん
だ
り
し
な
い
。

○
給
油
す
る
と
き
は
、
灯
油
で
あ
る
こ

と
を
確
か
め
ろ
。

○
外
出
す
る
と
き
や
捜
る
と
き
は
、
完

全
に
消
し
た
こ
と
を
確
か
め
る
。

郡
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
同
月
末
ま
で



瑳冨田文化芸能大会

「∴＼工　’（，鰐 

宝器一豊麗塑i睡 園田題一閏闘 国宝I国璽景 

鮪醐∴に　ま　彫府　ま　、）物　○町11 はかはし刻の。水筆は文月 ∴∴「∴：∴：十　第 

洋裁コーナーIこは主婦の熱い親授が。

賞　吾【繍さんは大筋

遼
質
町
の
文
化
祭
も
今
年
で
人
間
を

数
え
、
年
々
出
品
さ
れ
る
作
口
剛
も
敦
や

稲
敗
か
増
え
て
お
り
、
来
年
の
文
化
祭

が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

申
拍
手
か
っ
さ
い
で
に

き
れ
っ
て
い
ま
し
た
。

茶
室
で
は
、
抹
茶

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

＼
－
（
　
　
，
ヾ
“

＼

　

声

－

威

厳

小
学
生
も
見
に
来
て
い
ま
し
た
。

菊
花
展
一
杯
会
も
あ
り
ま
し
た

生
花
に
は
各
流
派
が
出
品
し

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

1
0
月
5
0
臼
か
ら
日
月
1
9
日
ま
で
、
役

甥
玄
関
前
現
車
甥
で
、
第
二
回
菊
花
展

示
会
も
聞
鶴
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
紙
）

町
内
の
菊
花
愛
好
者
で
組
成
し
て
い

る
遠
賀
町
菊
友
会
（
会
員
3
5
名
）
が
会

員
や
町
内
出
品
希
望
者
に
呼
び
か
け
て

集
め
ら
れ
た
、
大
輪
三
本
作
り
や
盆
栽

作
り
、
懸
崖
作
り
の
約
二
百
点
。

町
内
は
も
と
よ
り
、
北
九
州
市
か
ら

も
一
日
見
よ
う
と
毎
日
多
く
の
見
物
人

が
紡
ず
れ
に
き
れ
い
ま
し
た
。

こ
の
棲
示
会
を
催
し
た
菊
友
会
々
黄

の
約
手
勉
さ
ん
は
、
「
町
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
始
め

ま
し
た
。
毒
口
観
覧
者
も
多
く
、
来
年

へ
の
菊
作
り
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
た

た
、
枝
を
さ
し
木
に
と
、
折
ら
れ
る
の

に
は
困
り
ま
し
た
す
ご
と
話
し
て
い
ま

し
た
。な

お
、
同
会
で
は
会
員
を
募
集
中
で

こ
れ
か
ら
菊
作
り
を
始
め
よ
う
と
思
う

方
に
も
　
″
優
良
口
聞
柾
〟
　
の
前
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
と
の
こ
と
。
入
会
希
望
者
は
、
約
手

勉
会
長
宅
－
掛
　
（
2
9
3
）
　
3
0
4
0

へ
ど
う
そ
。

ま
た
、
日
月
1
2
日
に
は
、
展
示
品
の

健
秀
作
品
に
対
し
て
、
表
彰
式
が
宿
れ

主
な
受
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

◎
遠
質
町
長
賞

○
盆
栽
　
大
塚
十
四
夫
　
（
松
ノ
本
）

○
福
助
　
瀬
口
∴
諸
膝
（
松
ノ
本
）

◎
教
育
委
蝿
会
賞

○
大
輪
　
井
目
　
肢
雄
（
鬼
　
津
）

◎
町
議
会
鱗
投
賞

○
懸
崩
∴
謡
椋
　
良
和
（
士
別
府
）

西
日
本
菊
花
大
会

宗
像
大
社
で
開
か
れ
た
西
日
本
菊
花

大
会
に
も
、
本
町
か
ら
多
く
の
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
の
四
名
が
入

質
し
ま
し
た
。

◎
内
閣
総
理
大
臣
賞

○
盆
栽
　
串
出
∴
平
茂
（
浅
　
木
）

◎
玄
海
町
長
櫛

○
大
輪
一
団
　
好
己
　
（
浅
　
木
）

⑨
宗
像
郡
町
村
綴
会
繊
度
賞

○
胎
毒
　
本
田
　
国
雄
（
鬼
∴
溝
）

◎
神
湊
旅
館
組
合
会
長
賞

〇
人
輪
　
間
諜
　
良
和
（
⊥
別
府
）
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地蔵役で出演した生徒～顔
の絵の具がなかなか落ちずブ
ルブル……。

3年生が行った劇「かさこ地蔵」
脚色の結果喜劇‘こ変身。

なぜか演技者も大笑い。

お健さん達も鰍出演…‥今日の日のため（こ猛弼o　藷響溌鶉署こ＿誓

11月1日には、文化祭の一環として、
べルビレッチオペラ児童劇団による「ヘ
ンデルとグレーテIhを観劇しました。

命
日
0
守
腿
告
も
秒
9
能
p

遠
賀
中
学
校
の
題
し
て
「
惜
別
」
文
化
祭

来
年
度
か
ら
運
針
中
学
校
と
遠
賀
南
中
学
校
に
分

か
れ
る
の
で
、
「
何
か
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
」
と
、

n
H
n
自
供
徒
会
が
中
心
と
在
り
、
全
員
一
丸
と
な

っ
て
開
催
さ
れ
た
「
惰
別
」
文
化
祭
。
当
日
は
、
多

く
の
P
T
A
が
参
観
に
訪
れ
、
生
徒
達
も
大
ハ
ン
ス

ル
で
、
劇
や
招
集
強
襲
、
学
級
発
表
、
学
級
展
示
等

を
行
い
趣
向
を
凝
ら
し
た
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

で
は
、
そ
の
一
部
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
と
…
…

体
育
館
で
は
、
正
月
用
し
め
飾

り
の
作
製
指
潟
も
行
わ
れ
ま
し
上
旬

歴
史
上
の
人
物
を
ユ
ー
モ

ア
い
っ
ぱ
い
に
紹
介
i
」
の

コ
ー
ナ
ー
も
大
盛
況
。
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ぜひご覧ください

同和問題啓発映画テレビ放送

ミ結　婚、

一世界人権宣言35周年記念映画一

＞放送日時　昭和58年12月3日（土）

午前9時－9時55分

＞放送局　FBS福岡放送

＞映　　画　と箱　始、

○企画　総理府地域改善対策室

全日本同和対策協議会

○出演　片平はぎさ・国広雷之・芦田

伸介他

＞主　催　福岡県・福岡県教育委員会

〝
明
日
の
地
域
社
会
の
た
め
に
〝

「
が
ん
ば
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
生
L

I
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
養
成
講
座
－

1
1
月
3
日
に
は
、
雑
で
も
す
ぐ
に
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
〝
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
〟
を

実
際
に
や
り
ま
し
た
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
住
み
よ

い
社
会
、
明
る
い
職
場
を
つ
く
る
推
進

者
を
謹
成
し
、
人
間
関
係
を
深
め
、
生

き
が
い
の
発
見
と
能
力
開
発
を
め
ざ

し
、
と
も
に
楽
し
む
こ
と
の
感
動
の
中

か
ら
創
造
の
喜
び
と
新
し
い
価
値
観
を

ひ
き
た
す
こ
と
を
目
的
に
1
0
月
2
0
日
か

ら
始
ま
っ
た
遠
賀
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

尊
者
餐
成
講
座
。

受
講
者
は
、
各
地
区
の
公
民
館
や
子

供
会
育
成
会
か
ら
雅
雄
さ
れ
た
人
や
、

町
内
の
小
・
中
学
校
、
保
育
園
の
先
生

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
も

ち
将
来
リ
ー
ダ
ー
を
志
す
0
0
名
。

1
0
月
2
0
日
の
開
講
日
か
ら
き
っ
そ
く

講
義
に
入
り
、
こ
の
目
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
は
何
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必

要
牲
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

な
お
こ
の
静
座
は
、
来
年
3
月
の
キ

ャ
ン
プ
実
習
ま
で
毎
週
木
曜
日
の
夜
に

「
う
れ
し
い
な

今
日
は
繕
講
読
と
一
緒
」

孫
と
給
食
を
共
に
し
て
楽
し
い
一
日

－
広
漠
小
学
校
の
ふ
れ
あ
い
授
業
I

中
央
公
民
館
と
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
受
講
後
の
活
動
に
各
種
団

体
等
か
ら
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ます。

日
月
日
日
、
広
渡
小
学
校
で
児
童
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ふ

れ
あ
い
授
業
が
開
か
れ
ま
し
た
。

全
校
児
我
の
約
八
割
が
核
家
族
と
い

う
同
校
。
。
ゆ
と
り
の
時
間
〟
を
利
用

し
て
、
「
お
年
寄
り
を
敬
い
、
い
た
わ

り
の
心
を
育
て
よ
う
」
と
実
施
し
て
い

る
も
の
で
今
年
で
六
年
目
。

こ
の
日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ラ
イ
ド
を
見
た
り
、
一
緒
に
授
業
を
受

け
た
り
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

した。藤
原
校
長
は
、
「
こ
の
，
ふ
れ
あ
い

授
業
〟
を
通
じ
て
、
児
童
に
お
年
寄
り

を
大
箱
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
心
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
授
業
を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で

す
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
日
の
研
修
テ
ー
マ
は
。
リ
ズ
ム
・

ゲ
ー
ム
と
レ
ク
・
ダ
ン
ス
〟
1
0
月
2
7
日

ち
ゃ
ん
は
「
ぜ
ひ
、
孫
と
授

業
が
受
け
た
い
」
と
、
遠
く

鹿
児
島
や
山
口
県
か
ら
も
か

け
つ
け
、
参
加
者
は
舵
名
。

午
前
中
は
児
誰
の
マ
ー
チ
や

吹
葵
楽
を
楽
し
み
、
昼
食
は

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
と
校
庭
の

ふ
れ
あ
い
広
場
で
一
緒
に
食

事
。
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

P
T
A
の
お
母
さ
ん
達
が
作

っ
て
く
れ
た
、
ヒ
ジ
キ
の
い

た
め
も
の
や
ブ
タ
汁
、
そ
れ

に
ご
ほ
ん
と
牛
乳
で
す
。
二

鰭
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
選
と
給

食
が
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い

な
I
L
と
児
童
も
大
喜
び
。

午
後
は
同
校
を
紹
介
し
た
ス
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受講者の一人村田久美子さ
んの年賀状

ジルバ・ルンl告マンボ・ブルース

「
電
話
よ
り
手
紙
が

好
き
に
な
り
そ
う
L

I
　
ペ
　
ン
　
習
　
字
　
教
　
室
I

如
月
4
日
か
ら
1
2
月
2
0
日
ま
で
、
毎

週
火
曜
日
に
中
央
公
民
館
和
室
で
、
十

二
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
ろ
公
民
館

舗
蛭
の
〟
ペ
ン
習
字
教
室
〟
。
氏
名
の

陳
酉
か
ら
始
ま
り
、
日
常
生
活
に

必
要
な
，
祝
儀
〟
や
。
不
祝
儀
〟
封

筒
の
書
き
方
、
今
は
季
節
か
ら
年

賀
状
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。
静
師
は
、
主

に
福
岡
市
で
ペ
ン
習
字
の
指
導
を

し
て
い
ろ
制
勝
崇
月
先
生
。

二
十
二
名
の
受
話
者
の
み
な
さ

ん
は
、
日
頃
の
生
活
に
壇
撲
関
係

の
あ
る
字
や
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
教

え
て
く
れ
る
の
で
非
常
に
役
立
ち

ま
す
と
の
こ
と
。

広
漠
の
石
橋
綾
子
さ
ん
は
、
「

今
ま
で
ハ
ガ
辛
や
手
紙
は
苦
手
で

電
話
ば
か
り
使
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
こ
の
教
室
に
参
加
し
て
か
ら

春
諸

人
田
耳
の
え
刺
子
誓
え

碑
i
い
（
∵
脅
寿
言
∴
∵
∴

去
∴
‥
？
弓
手
…
／
乃
・
I
I
イ

一

n

一

個

何
だ
か
自
分
の
字

に
自
信
が
持
て
、

字
を
書
く
こ
と
も

苦
に
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
来
年

の
年
賀
状
は
印
刷

で
な
く
、
手
管
さ

で
出
そ
う
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

と

て

も

楽

し

い

社
交
ダ
ン
　
ス
講
習
会

毎
年
、
町
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会
主
催
で
行

わ
れ
て
い
る
社
交
ダ
ン
ス

講
習
会
も
今
年
で
五
年
目

で
、
毎
年
吉
名
近
く
が
受

講。
今
年
も
十
代
か
ら
五
〇

代
ま
で
九
二
名
が
、
1
2
月

2
日
ま
で
の
九
回
の
謡
酉

を
受
け
て
い
ま
す
。

講
習
会
は
初
心
者
向
け

で
、
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど

が
ス
テ
ッ
プ
を
ま
っ
た
く

知
ら
な
い
で
の
参
加
。
で

も
講
習
会
終
了
時
に
は
ジ
ル
バ
、
ル
ン

バ
、
マ
ン
ボ
、
ブ
ル
ー
ス
を
驚
く
ほ
ど

上
手
に
踊
れ
ろ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

受
講
者
の
一
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た

「
昨
年
、
初
め
て
受
離
し
て
踊
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
不
安
な
が
ら
何

度
か
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
再
受
講
し
、
先
生
よ
り
上
手

に
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
」
…
…
。

「
君
の
絵
は
個
性
が
あ
る
ネ
L

I
遠
賀
中
央
幼
稚
園
の
絵
画
教
室
　
－

遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
は
、
毎
週
木
曜

日
に
約
一
時
間
、
芦
屋
町
在
住
の
画
家

田
代
恒
雄
・
桂
子
さ
ん
夫
妻
の
指
導
に

よ
る
絵
画
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

校
二
年
生
の
子
も
習
っ
た
と
の
こ
と
。

園
児
達
は
、
毎
週
木
曜
日
の
こ
の
教
室

を
、
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

要
請
書
は
女
性
の
方
が
多
い
み
た
い

日
月
4
日
撮
影

n
月
1
0
日
は
、
墨
を
使
っ
て
自

転
車
を
デ
ッ
サ
ン
し
ま
し
た
。
数

段
に
置
か
れ
た
自
転
車
を
見
な
か

ら
、
園
児
達
は
大
き
な
画
用
紙
に

向
か
っ
て
次
々
に
謡
い
て
い
き
ま

す
。
な
か
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
と
ペ

ダ
ル
が
同
じ
高
さ
に
重
く
子
な
ど

個
牲
あ
ふ
れ
ろ
子
供
ら
し
い
作
品

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

指
導
を
さ
れ
て
い
る
田
代
恒
碓

先
生
は
、
「
上
手
な
子
を
、
上
手

に
す
る
の
で
は
な
く
、
小
学
校
へ

上
が
る
ま
で
に
、
各
人
の
よ
い
面

を
引
き
出
し
て
一
定
の
レ
ベ
ル
に

持
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
指
導
を
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま

した。な
お
こ
の
絵
画
教
室
、
も
う
十

数
年
前
か
ら
続
け
ら
れ
て
、
今
高

「
先
生
は
や
さ
し
い
し
、
絵
を
書
く
の

大
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
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「
な
ん
言
う
て
も

こ
れ
が
一
番
楽
し
い
バ
イ
」

こ
こ
は
、
若
松
の
堂
塔
寺
に
あ
る
若

松
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
す
。
今
日

は
、
1
2
名
の
同
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

と
と
も
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
昔
が
謡
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

会
の
み
な
さ
ん
が
集
っ
て
に
ぎ

や
か
で
す
。

9
月
1
3
日
に
行
わ
れ
た
遠
賀

郡
大
会
で
女
子
チ
ー
ム
が
優
勝

し
て
お
り
、
以
来
練
習
に
も
一

段
と
力
が
入
り
ま
す
。
夏
は
毎

日
早
朝
5
時
か
ら
8
時
ま
で
、

今
は
9
時
か
ら
1
2
時
ま
で
が
練

習
時
間
。
稲
刈
り
の
間
は
、
「
忙

し
い
て
で
き
ん
や
っ
た
た
い
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
ご
と
毎
日
や
ら

ん
と
何
か
物
足
り
ん
バ
イ
」
と

い
う
み
な
さ
ん
。

健
康
づ
く
り
に
、
ま
た
親
睦

を
深
め
ろ
た
め
に
、
明
日
も
こ

の
コ
ー
ト
か
ら
明
る
い
笑
い
声

自

衛

官

募

集

◎
一
一
等
陸
・
海
・
空
士

▽
資
　
結
　
滞
1
8
歳
～
2
5
歳
未
満
の
男

子
（
昭
和
5
0
年
3
月
高
校

卒
業
予
定
者
を
含
む
）

◎
自
衛
隊
生
徒

▽
資
∴
賂
　
満
1
5
歳
～
1
7
鹸
未
満
の
男

子
（
昭
和
5
0
年
3
月
中
学

校
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

▽
受
　
付
　
1
2
月
1
7
日
（
土
）
ま
で

▽
試
験
日
　
昭
和
約
年
1
月
5
日
（
木
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
菜
事
務

所
　
衝
（
2
2
3
）
0
9
8
1
内
線
3

4
8
へ
ど
う
ぞ
。

ま
た
、
遠
賀
町
役
場
庶
務
課
窓
口
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

正
し
い
理
解
と
認
識
を
∴
㈲

種
ん
I
l
つ
亨
7
∴
∴
∴
き
，
O
A
ん
競
い
∴
高
つ
こ
う
－
∴
∴
持
し

先
月
号
の
「
同
和
問
題
が
学
校
で
教

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
」
と
い
う
問
い
に
つ
づ
い
て
、

・
同
和
問
題
が
学
校
で
教
え
ら
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か

と
き
い
て
あ
ま
し
た
。

そ
の
回
答
と
し
て
、

「
大
い
に
同
和
教
育
を
す
す
め
る

べ
き
だ
」
・
…
…
二
・
七
％

「
や
り
か
た
を
毒
え
て
す
す
め
て

ほ
し
い
」
…
・
・
…
三
七
・
一
％

と
、
同
和
教
育
の
必
要
性
を
認
め
て
い

る
も
の
は
、
両
方
合
わ
せ
て
四
八
・
八

％で、「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
な
い
L

o
で
い
て
）
－
∴
h
P
b

と
、
同
和
教
育
に
否
定
的
と
思
わ
れ
ろ

も
の
三
一
・
九
％
と
、

「
わ
か
ら
な
い
」
と
消
極
的
と
思
わ
れ

る
も
の
一
九
・
三
％
の
合
計
五
一
・
二

％
に
及
ば
な
い
と
い
う
さ
び
し
い
結
果

で
し
た
。

甘
ん
は
ん
て
l
　
　
　
　
た
人
種
い

ま
だ
、
全
般
的
に
、
男
陸
に
く
ら
べ

o
t
偉
い
　
　
か
ん
し
ん
と
　
∴
o
く

て
、
女
性
の
関
心
度
が
低
か
っ
た
こ
と

に
も
今
後
目
を
む
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

ふ
じ
ん
か
い
か
つ
ど
，
∴
∴
D
r
L
o
▲
′
か
い
∴
ろ
　
く
と
，
な
ん
か
ん

婦
人
会
活
動
や
研
修
会
、
地
区
公
民
館

か
い
C
～
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
じ
人
∴
∴
青
了

や
P
T
A
の
会
合
な
ど
で
、
婦
人
の
参

加
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
し

だ
い
に
打
開
の
通
が
ひ
ら
げ
で
い
く
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
よ
う
な
結
果
が
で
た

の
は
、
同
和
教
育
の
と
ら
え
方
が
ま
だ

は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
単
に
、

「
こ
れ
は
部
落
問
題
の
み
に
か
か
わ
る

教
育
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
だ

b
A
k
え
∴
∴
京
二
や
　
て
与
り
悠
ツ
ル
∴
∴
∴
∴
∴
争

げ
で
、
肝
心
な
基
本
的
人
権
と
か
、
民

L
o
L
a
∴
’
∴
∴
∴
〇
二
嬉

主
主
義
を
基
盤
と
し
た
教
育
で
あ
る
こ

と
が
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

も
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
万
で
は
、

「
同
和
教
育
は
で
き
る
だ
け
さ
け
て
通

ろ
う
」
と
す
る
気
詩
が
、
ま
だ
根
強
く

残
っ
て
い
ろ
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る

こ
と
も
兄
の
が
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
の
必
要
性
」

を
認
め
て
い
る
人
た
ち
の
年
代
層
別
の

集
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
と
、

o
学
校
で
同
和
教
育
を
う
け
て
き
た
若

き
い
た
い
i
　
∴
∴
ひ
ー
l

い
一
一
〇
歳
代
の
比
率
が
五
七
・
六
％

だ
小
i
　
∴
∴
∴
（
づ

と
、
も
っ
と
も
商
く
、
続
い
て
、

り
ん
∂
い
　
　
つ
，
び
く
ち
○
う

e
現
在
、
通
学
中
の
子
ど
も
を
持
っ
て

い
る
親
の
多
い
四
〇
歳
代
の

五
二
・
〇
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
が
学
校
で

同
和
教
育
を
う
け
た
こ
と
の
あ
る
体
験

者
や
、
子
ど
も
を
通
じ
て
同
和
教
育
と

の
か
か
わ
り
や
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
た
親

た
ち
が
、
「
そ
の
必
要
性
」
を
感
じ
と
ろ

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
学
校
同
和
教
育

せ
い
む

の
成
果
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
と
思
い

ます。「
や
り
か
た
を
考
え
進
め
て
ほ
し
い
」

と
い
う
回
答
が
最
も
高
い
率
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
同
和

教
育
の
む
ず
か
し
き
、
さ
び
し
さ
を
思

わ
せ
ら
れ
、
差
別
の
ば
ら
ま
き
や
、
逆

効
果
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
前
向

い
i
c
∴
∴
∴
？
o
∴
∴
c
c
ヰ

さ
の
同
和
教
育
の
営
み
を
常
に
心
掛
け

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
の
中
で
は
、
知
識
の
習
得

だ
け
で
は
な
く
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
、

か
て
い
∴
∴
ら
い
ミ
∴
∴
∴
さ
え
？
　
い
し
ふ
う

家
庭
や
地
域
で
も
差
別
解
消
の
た
め
、

正
し
い
理
解
と
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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西
川
でめ

ず
ら
し
い
魚
が
二
匹

日
月
3
日
の
早
朝
、
役

場
近
く
の
西
川
に
谷
口
寿

さ
ん
が
川
が
二
を
取
る
た

と
れ
た
お
話

め
に
仕
掛

け
て
い
た

網
に
シ
ロ

サ
ケ
が
か

か
り
ま
し

た
。
体
長

7
2
の
、
重

さ
約
2
的
の
中

型
の
も
の
。
昨

年
日
月
1
7
日
に

も
サ
ケ
を
取
っ

た
谷
口
さ
ん
は

「
昨
年
も
今
年

も
サ
ケ
が
取
れ

る
と
は
」
　
と
驚

い
て
い
ま
す
。

を
ね
こ
の
シ
ロ
サ
ケ
、
翌
日
嘉

穂
郡
嘉
穂
町
に
あ
る
銭
神
社
の
氏

子
総
代
三
名
に
手
渡
さ
れ
、
1
2
月

1
3
日
に
献
鮭
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ

る
と
の
こ
と
。

次
は
、
草
魚
ら
し
さ
物
が
つ
れ

た
わ
藷
。

日
月
4
日
、
西
川
松
ノ
本
橋
付

近
で
鯉
を
釣
っ
て
い
た
鞍
手
町
の

田
中
義
人
さ
ん
の
竿
に
体
長
8
1
c
m

胴
回
り
5
2
調
の
鯉
に
似
た
魚
が
か

か
り
ま
し
た
。
田
中
さ

ん
は
　
「
な
か
な
か
上
ら

な
い
の
で
大
き
な
鯉
と

思
っ
た
。
胴
の
わ
り
に

頭
が
小
さ
く
て
こ
ん
な

魚
は
は
じ
め
て
だ
、
び

っ

く

り

し

た

ネ

I

L

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

⑳

か

ま

ど

近
年
で
は
、
ど
ん
な
田
舎
で
も
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
と
い
う
便
利
な
も
の
が
で
き

て
、
飲
食
物
も
皆
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
ツ
マ

、
～
一
つ
で
煮
炊
き
で
き
ろ
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
種
子
レ
ン
ジ
の
普
及

な
ど
で
か
か
ま
ど
．
も
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
が
、
正
月
な
ど
餅
抱
き
の
と
き

な
ど
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
急
造
の
も
の

や
、
金
属
製
の
か
ま
ど
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
は
多
い
。

″
か
ま
ど
〟
は
、
声
津
火
で
民
声
の

火
と
い
う
慧
で
あ
る
が
、
当
地
方
で
は

一
般
に
。
く
ど
〟
と
呼
び
、
火
処
の
振

靴
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
声
と
は
、
も
と
も
と
家

の
建
物
を
さ
す
の
で
な
く
〝
か
ま
ど
〟

の
こ
と
を
さ
し
、
二
戸
と

は
一
つ
の
．
か
ま
ど
〟
の

意
で
あ
る
が
、
今
で
は
家

を
さ
し
て
い
ろ
。

重
ね
た
も
の
な
ど
出
土
が
し
て
い
ろ
。

ま
た
移
動
で
さ
る
″
か
ま
ど
〟
も
ま

れ
に
は
出
土
す
る
こ
と
も
あ
る
。

中
世
以
後
か
か
ま
ど
〟
は
、
柏
や
先

祖
へ
供
え
る
食
物
を
煮
炊
き
す
る
た

め
、
火
を
稜
す
ま
い
と
す
る
心
遣
い
か

ら
家
の
片
脇
に
カ
マ
屋
と
い
っ
て
、
別

棟
を
建
て
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
火
災

予
防
の
見
地
か
ら
別
棟
に
し
た
こ
と
も

理
由
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い。
近
世
に
大
規
模
な
く
ど
を
作
り
、
大

釜
・
申
釜
や
茶
釜
や
、
な
べ
も
か
け
ら

れ
、
「
ド
ゥ
つ
」
を
組
み
込
ん
だ
も
の

が
あ
り
、
一
都
で
火
を
燃
や
す
と
煙
道

式
で
ド
ゥ
つ
の
水
が
沸
く
よ
う
に
し
た

と
こ
ろ
・
も
あ
る
。

ま
た
、
文
化
か
ま
ど
と
い
う
二
・
三

わ
が
国
で
は
、
′
か
ま

ど
〟
の
存
在
は
古
代
の
住

居
址
か
ら
み
つ
か
る
こ
と

が
多
い
。
古
顔
時
代
な
ど

の
住
居
の
内
壁
に
は
、
粘

土
で
造
っ
た
も
の
や
、
石

に
粘
土
を
塗
っ
て
築
い
た

も
の
、
あ
る
い
は
石
を
語

口
付
の
タ
イ
ル
張
り
か
ま
ど
な
ど
も
流

行
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

や
短
気
コ
ン
ロ
な
ど
の
普
及
で
影
を
ひ

そ
め
て
し
ま
っ
た
。

火

吹

き

竹

火
吹
き
竹
の
存
在
は
足
利
末
期
に
も

知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
微
々

た
る
発
明
の
た
め
案
外
流
行
が
遅
れ
だ

と
い
わ
れ
ろ
。

火
吹
竹
を
知
ら
な
い
子
も
多
い
と
思

う
が
、
〟
く
ど
〟
の
時
代
に
は
火
を
焚

き
つ
け
ろ
に
は
、
ま
こ
と
に
重
宝
な
も

の
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
一
本
の
竹
を
節
を
か
け
て
切

り
、
底
に
小
さ
な
穴
を
あ
け
る
だ
け
の

樋
く
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

火
を
吹
く
呼
吸
の
調
節
が
で
き
る
の

で
至
っ
て
簡
単
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
誰

か
の
発
明
で
あ
ろ
う
。

こ
う
　
　
し
ん
∴
は
ら
い

荒
神
敲

一
触
家
庭
で
は
荒
神
酸
い
が
お
こ

な
わ
れ
、
琵
琶
を
ひ
く
盲
僧
が
か
ま
ど

酸
い
を
し
て
あ
ろ
く
担
家
を
も
ら
、
僧

は
日
を
定
め
て
そ
の
家
を
訪
れ
、
地
神

経
を
唱
え
て
い
っ
た
。
本
町
で
は
芦
屋

町
山
鹿
か
ら
朝
早
く
琵
琶
を
背
負
っ
た

座
頭
僧
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
だ

が
、
最
近
で
は
コ
ン
ロ
の
発
達
の
せ
い

な
の
か
、
荒
神
祭
り
も
短
く
少
な
く
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
吉
野
千
年
）



（16）第327官　　　　　　　　　　　　　　　　公㊧筋の紺

広渡1749番地の4　　　　　　　虫生津826番地の28
Ilん　a i議ヽじ

石橋　元樹くん　　　　出水　誠治くん

（悠享さんの長男）　（蕾翼さんの瑚）
昭和58年3月27日生　　　　　　昭和弱年3月25日生

侯がお腹にいる時、お母さん　　僕は、ハイハイ上手の誠治君
が重い病気にかかったので、と　で－す。おじいちゃんのパソつ
にかく元気に育つようにと、こ　ンで遊ぶのもいい加減に飽きた
の名前をつけてもらったのです　し、今は次のいたずらを考えて
もうハイハイもできます。二つ　いろ所なんだ。叱られても平気
ニコ笑うと前歯が二本、家族の　さ／　だって逃げ足早いんだも

人気者です。　　　　　　　　　ん。

20 �17 �10 �9 �8 �7 �5 ��3 ��12 月 2 �11 月 29 �期 日 

日 �日 �日 �日 �日 �日 �日 ��日 ��日 �日 

火 �土 �土 �金 �木 �水 �月 ��土 ��金 �火 �曜 

13　9 �9 �9 �9 �9 �9 �13 �9 �13 �9 �13　9 �9 � 

0000 �00 �00 �00 �00 �00 �00 �00 �00 �00 �0000 �00 �受 付 時 間 地 

（1 �1 �1 �1 �1 �～ �l �l �ー �ー �（I �l 

1511 �11 �15 �15 �15 �15 �15 �11 �15 �11 �1511 �15 

3000 西東 町 �00 �30 新 �30 �30 虫 �30 �30 老 �00 �30 尾 �00 �3000 束浅 �30 

今 古 賀 ��木 守 ��若上 薬別 台府 ��旧 蒔 ��浅 木 東 和 苑 ��遠 賀 川 

美 容町 ��町 ��津 浦 ��良 ��崎 ��和 雑木 ��区 名 

東 �A 古 賀 �公 �木 �虫 �上 �老 �旧 停 ′ヽ �尾 �浅 ��公 �均 
町 ノヽ ��民 �守 ノヽ �生 津 �別 府 �良 ノヽ ��崎 ′ヽ �木 ′ヽ ��民 

：公 民 �公 民 �館 別 �ふ、 民 �公 民 �公 民 �：公 民 �：公 民 �Zj 民 �i∴∴：公 ；民 ��館 別 �i 

館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 ��館 

備
愉
僅
衝
圃
蛙
の
網
目
謬

駒
場
相
談

⑩
期
　
日
　
1
2
月
1
3
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分

の
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
7
－
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
の
測
定
離

乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

京
一
、
i
I
i
j
‖
言
〓
ロ
　
ー
丁
子
↓
i
Ⅵ
五
日
住
白
i
1
－
1
0
i

艦
推
澗
源
愁
糟

本
年
度
か
ら
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
4
0
歳
以
上
を
対
象
に
健

康
診
蚕
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

∇
対
　
象
　
昭
和
1
8
年
4
月
1
日
以
前

の
出
生
者

▽
検
診
内
容

一
次
検
鯵
・
問
診
“
身
体
計
測
・
血

圧
・
検
尿
・
理
学
検
査

－
一
次
検
鯵
・
循
環
器
・
貧
血
・
肝
機

能
・
負
荷
血
糖

一
次
検
診
の
結
果
、
滞
密
検
査
（
二

次
検
診
）
を
指
示
さ
れ
た
方
は
引
続
き

検
査
を
行
い
ま
す
。
二
次
検
診
は
五
百

円
の
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し

7
0
歳
以
上
の
老
人
、
慌
歳
か
ら
7
0
韻
ま

で
の
身
障
者
、
生
保
世
帯
、
非
課
税
世

帯
の
方
は
費
用
免
除
と
な
り
ま
す
。

▽
持
参
品
　
健
康
診
査
問
診
票

健
康
手
帳

▽
注
意
事
項

o
検
査
の
都
合
に
よ
り
午
前
中
受
診

の
方
は
「
朝
食
」
を
、
午
後
受
診
の

方
は
「
昼
食
」
を
と
ら
な
い
こ
と
。

o
服
装
は
前
開
き
で
脱
衣
し
や
す
い

も
の
を
着
用
の
こ
と
。

▽
そ
の
他

○
指
定
検
診
日
に
受
診
で
き
な
い
方

は
、
他
の
地
区
で
受
診
く
だ
さ
い
。

○
検
診
終
了
後
、
食
進
会
（
緑
黄
会
）

の
試
食
を
堤
供
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間

。
午
前
9
時
～
日
時

o
午
後
1
3
時
～
1
5
時
5
0
分
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急
性
出
血
性
結
膜
炎

ア
ポ
ロ
1
1
号
病
大
流
行

お
等
寄
切
違
㊧
◎
田
鹿
⑧

1
0
月
1
0
日
号
の
1
2
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
ア
ポ
ロ
n
号
病
が
1
0
月
下

旬
頃
か
ら
福
岡
県
下
の
高
校
生
を
中
心

に
流
行
し
て
い
ま
す
。

o
病
状
と
特
徴

o
潜
伏
湖
は
一
目
～
二
日

。
激
し
い
眼
の
異
物
感
を
も
っ
て
発

病
。
ま
ぶ
た
が
ふ
く
れ
あ
が
り
、
語
族

が
強
く
充
血
し
、
大
小
の
出
血
斑

。
少
数
な
が
ら
治
癒
後
約
一
カ
月
で

手
足
の
永
久
的
麻
痺
を
き
た
す
こ

と
が
あ
る

○
予
　
防

。
眼
の
赤
い
人
に
は
近
づ
か
な
い

。
自
分
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ろ
も
の
は
早
急
に
医
療
機
関
へ

。
手
は
石
け
ん
と
ブ
ラ
シ
で
水
を
流

し
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
洗
う

○
で
き
る
だ
け
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を

使
う

（
老
年
期
は
．
余
生
。
で
は
な
い
）

老
年
期
は
、
わ
た
し
た
ち
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
て
き
た
，
価
値
。
を
集

大
成
す
る
時
期
で
す
。
決
し
て
′
余

生
〟
と
い
っ
た
蛇
足
の
よ
う
な
存
在

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
食
生
活
に
気
を
配
り

健
康
に
留
恵
す
る
こ
と
も
、
余
暇
を

楽
し
む
こ
と
も
、
人
生
に
と
っ
て
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
増
し
て
大
軍

な
こ
と
は
、
一
回
き
り
の
人
生
を
集

大
成
す
る
こ
と
、
自
分
に
と
っ
て
生

き
が
い
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、
い
ま

一
度
、
自
分
自
身
に
問
い
か
け
る
こ

と
、
そ
し
て
、
充
実
し
た
老
年
糊
を

過
ご
す
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。
（
－
回
き
り
の
自
分
の
人
生
）

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
人

は
、
敗
戦
の
痛
手
か
ら
虚
脱
状
態
に

陥
り
、
多
く
の
人
が
．
う
つ
病
●
に

か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
虚
脱
状
態
を
救
っ
た
学
者
に

フ
ラ
ン
ク
ル
と
い
う
精
神
科
医
が
い

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
強
制
収
容
所
に

入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
友
情
も
愛
惜
も
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
過
酷
な
強
制
労

働
の
繰
り
返
し
で
す
。
人
間
の
愛
切

り
と
醜
さ
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
見
せ

心
を
失
わ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
心

が
洗
わ
れ
る
思
い
か
し
ま
し
だ
。

そ
し
て
、
生
き
ろ
と
い
う
こ
と
は

た
だ
一
回
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
人
独

自
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
悟
っ
た

の
で
し
た
。

（
だ
れ
に
も
奪
わ
れ
な
い
も
の
）

〟
生
き
ろ
こ
と
の
価
値
〟
な
ど
と

い
う
と
た
い
へ
ん
難
し
い
こ
と
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
と
て
も

人
生
の
集
大
成
を
目
指
し
て

な
い
も
の
．
－
　
こ
れ
が
そ
の
人
の

心
の
支
え
で
あ
り
、
生
き
が
い
に
は

か
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
、
人
に
よ
っ
て
信
念
で
あ

っ
た
り
、
や
さ
し
さ
で
あ
っ
た
り
、

だ
れ
か
急
変
す
る
気
持
ち
で
あ
っ
た

り
、
あ
る
い
は
物
こ
と
に
感
動
す
る

心
で
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん。
（
充
実
し
た
生
活
を
心
か
け
よ
う
）

老
年
期
は
、
そ
れ
ま
で
大
切
に
し

て
い
た
社
会
的
地
位
や
友
人
、
家
族

な
ど
を
次
々
に
失
っ
た
り
、
あ
る
い

は
疎
遠
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う

亜
馨
が
時
の
〝
輔
撼
櫛
〟
窪
罷
鴇
彊
霊
宰

心
の
痛
い
に
か
か
っ
た
り
、
無
為
に

つ
け
ら
れ
た
う
え
、
い
っ
ガ
ス
室
へ

遅
れ
て
い
か
れ
ろ
か
分
か
ら
な
い
の

で
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
人
間
の

短
限
状
態
で
す
。

あ
る
夕
方
、
太
陽
は
真
っ
赤
に
な

っ
て
、
青
い
空
を
茜
色
に
焼
き
、
ま

さ
に
沈
ま
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
で
す
。
人
々
は
「
ウ
ー
ツ
」

と
い
っ
せ
い
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
、

夕
焼
け
を
見
よ
う
と
次
々
と
窓
際
に

集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
こ
ん
な
極
限
状

態
に
あ
っ
て
も
、
人
間
は
感
動
す
る

簡
単
な
こ
と
な
の
で
す
。

あ
る
老
人
ホ
ー
ム
で
、
お
彼
岸
の

日
に
、
お
ば
あ
さ
ん
が
お
線
香
を
た

い
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。
亡

く
な
っ
た
こ
主
人
の
た
め
で
す
。
そ

の
お
ば
あ
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
こ
主

人
の
た
め
の
弔
い
を
す
る
こ
と
が
生

き
が
い
で
あ
り
、
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
お
ば
あ
さ
ん
の
、

亡
く
な
っ
た
ご
主
人
に
対
す
ろ
心
は

だ
れ
に
も
絶
対
に
奪
う
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

こ
の
．
絶
対
に
だ
れ
に
も
奪
わ
れ

日
々
を
送
っ
て
い
ろ
お
年
寄
り
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
自
ら
の
生
き
が
い
を
再

点
検
し
、
人
生
の
集
大
成
を
目
指
し

て
、
日
々
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る

よ
う
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。
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町 �も �塵 児 �鹿 児 �大 

内 �え �さ 本 �島 本 �型 
な �線 か �縛 か �家 

全 域 12 月 �い つ‘ ヽ プ空 ラカ �ら 南 偶 地 区 12 月 �ら 北 傭 地 区 12 �庭 ゴ く べチ ッレ トビ 

スン チヽ ツ空 クビ ��月 14 

14 日 ��28 ��机冷 、蔵 

及 �製／ 品、 、ガ �且 �目 �い厚 す、 、家 

ぴ 12 月 �ゴラ ムス 等攣 陶 器 �水 �水 �白兵 転、 

喜連 等具 

18 日 ����ふ 

類 ���と ん 

12月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り口 �大型車くみ取り地区 �小型車くみ取り地区 

1（木） �西町、浅木の一部 �（花園） 

2（金） �東町 �広漠 

3（土） �虫生津（新屋敷を含む）、東町 の一都 � 

5（月） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

6（火） �虫豊津、木守 � 

7（水） 13（火） �若松、尾崎の一都 �別府、木守、老良 

4（水） 5（木） �新町、遠賀川の一部 �別府、上別府（商家） 

遠賀川 

；こて盃‾ �遠賀川 �鬼津 

17（土） �遠賀川、新町 � 

19（月） �新町、広漠（中卒田）、別府 �別府、鬼津（小鳥掛）、千代丸 

0（火） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

1（水） �新町 � 

2（木） �上別府、虫生津、浅木、別府 � 

3（金） �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

4（土） �尾崎、今古賀、別府の一部 � 

5（日） �別府 � 

6（月） �尾崎、別府の一都 �島津、松ノ木、若松、道官 

7（火） �浅木 �老良 

（水） �諮業論叢韓灘乾 �浅木、鬼津（禰 今古賀、島津 
9（木） �臨時くみ取り �底暗くみ取り 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▽
期
　
日
　
日
月
1
日
～
1
2
月
1
0
日

▽
揚
　
所
　
町
内
の
医
院
（
中
間
市
・

遠
賀
郡
内
の
医
院
、
病
院

で
も
可
）

▽
時
　
間
　
各
医
院
、
病
院
の
診
療
時

間
内

▽
対
象
者
　
3
歳
以
上
の
裔
望
者

▽
接
穂
方
法
一
週
間
か
ら
四
週
間
の

間
隔
を
お
い
て
二
回
接
種

▽
料
　
金
。
3
歳
－
中
学
生
以
下
は
無

料
o
1
5
歳
以
上
は
一
回
に
つ
き

七
百
十
円

∇
持
参
品
　
印
鑑
、
料
金

▽
注
　
意
　
朝
の
体
温
を
必
ず
は
か
る

三
　
龍
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
目
せ
き
・
破
復
員
）

▽
接
種
日
　
1
2
月
1
6
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
鳩
時
職
分
～
調
時

接
種
　
1
3
時
約
分
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
象
者

〇
第
一
期
　
生
後
孤
－
4
8
カ
月
児

。
第
二
期
　
第
一
期
終
了
後
1
2
～
1
8

カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
種
方
法

。
第
一
期
　
四
回
の
内
三
回
接
頭

。
第
二
期
　
第
一
期
終
了
後
1
2
－
1
8

カ
月
経
過
後
一
回
接
穂

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
問
診
票

麻
疹
（
は
し
か
）

▽
期
　
間
　
0
0
月
上
旬
～
5
月
下
旬

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
（
か
か
り
つ

け
が
あ
れ
ば
中
間
市
、
遠

賀
郡
内
の
病
院
で
も
可
）

▽
時
　
間
　
各
医
院
の
診
猿
時
間
内

▽
対
象
者
　
生
後
1
2
カ
月
～
7
2
カ
月
児

な
る
べ
く
生
後
1
8
カ
月
－

3
6
カ
月
で
受
け
る
こ
と

▽
料
　
金
　
四
千
円
（
内
二
千
円
は
町

が
補
助
）

▽
問
診
票
の
配
布
　
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
保
健
衛
生
係
で
問
診

票
を
受
領
の
こ
と

▽
そ
の
他
　
生
保
、
町
県
民
税
が
均
等

割
以
下
の
世
話
の
人
は
問

診
票
を
受
領
の
際
、
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

※
は
し
か
は
だ
れ
で
も
か
か
る
病
気

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
肺
炎
や
脳
炎

を
合
併
す
る
率
が
高
く
、
現
在
で
も
油

断
の
で
き
ぬ
重
い
病
気
で
す
。

…

無

縁

墳

墓

の

改

葬

…

∫
，
・
，
、
・
．
，
◆
．
●
・
．
．
－
．
●
・
．
．
・
・
．
，
i
，
・
．
．
3
●
・
●
．
～
．
｛
●
l
l
・
●
．
●
L

⑱
所
在
地
∴
長
崎
県
南
高
来
郡
ロ
ノ
津

町
字
寺
山
、
寺
の
後
甲
1
6
0
3
番

地
、
申
1
6
0
4
番
地
、
申
1
6
0

7
番
地
、
甲
1
6
7
5
～
1
6
8
1

番
地
、
甲
1
6
8
3
番
地
、
甲
1
6

9
3
番
地
、
玉
峰
寺
整
地

▽
届
出
先
　
玉
峰
寺
基
地
管
理
者
　
㊨

0
9
〃
3
－
1
8
6
－
－
2
0
．
4
－
．
4
－

▽
届
出
期
限
　
昭
和
拙
年
1
2
月
2
0
日

1
2
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

三
穏
混
合
は
、
6
月
1
0
日
号
の
1
0
ペ

ー
ジ
に
、
は
し
か
は
7
月
1
0
日
号
の
8

ペ
ー
ジ
に
か
予
防
接
種
の
知
識
コ
ー
ナ

ー
．
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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内・外の乳ガン
自己触如法

白星誤審廼B
＿不足すると

口角炎や角膜炎などの原因に
ビタミン82の動き

膳質、脂質、タンパク質は、体の中で分解さ
れエネルギーを発生します。ビタミンB2は、こ

のエネルギーの発生を円滑（こ進める働きをもつ

重要な栄養素です。

不足するととうなるか

ビタミンB2が不足すらと、皮膚や粘膜、日に

異状がみられるようになります。具体的には、

次のような病気となって現れます。
●口角炎・・口の能がただれる

●舌炎……舌がただれる

●結膜炎・・・白目やまぶたの実に炎症が起こる

●角膜炎…黒目（二炎症が起こる

これらの病気（こかかっでいる人は、ビタミン

Bsばかりでなく、同じビタミンの一極である、

ナイアシンも不足ざみです。

どんな食品に含まれるか

ビタミンB2を多く含む食品として、次のよう

なものが挙げられます。牛乳、レバー、線黄色

野菜、卵など。
成人1日当たりの所要量は1．3ミリグラムで

す。この宜を満たすには、上に挙げだ食品のほ
かにも肉や魚を食べてビタミン82を補給する必

要があります。

一方、干ししいたけや脱脂粉乳など低エネル

ギーの食品（こら多量に含まれていますから、肥

満や楯尿病で“エネルギー制限　を受けている
人でも所要量は十分確保できます。

摂取するときの注意

ビタミン82は熟には比較的強い栄養素です。

しかし、水に溶けろ性質があるだめ、調理の段

階で失われやすい欠点があります。

また、次のような場合には必要量が増加する

といわれています。①タンパク質の欠乏　②抗

生物質の使用　③ストレスの増加　④深酒
これらの場合以外にも、桔質などエネルギー

源を多く取ったときには、それに応じで必要量

が増加します。

乳
ガ
ン
の
検
診
は
ー
年
に
一
回
で
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

医
師
か
ら
特
別
の
注
意
を
受
け
て
な

い
と
き
は
年
－
回
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

月
に
一
回
は
自
分
自
身
で
乳
房
の
異

常
、
シ
つ
り
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
も
し
異
常
が
あ
っ
た
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

乳
ガ
ン
の
自
己
蝕
知
法
を
わ
か
り
や

す
く
親
閲
し
て
く
だ
さ
い
。

0
0
∴
ま
ず
月
経
後
に
月
一
度
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
月
経
的
、
及
び
月
経
中
で

す
と
、
乳
房
が
肥
大
し
た
り
、
硬
さ
が

増
し
た
り
、
痛
み
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

乳
ガ
　
ン
　
の
　
お
話
㈹

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

あ
た
か
も
シ
つ
り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

㈲
∴
鏡
の
前
で
乳
房
の
大
き
さ
、
左

右
差
、
皮
膚
の
エ
ク
ボ
様
変
化
、
乳
頭

の
陥
凹
、
湿
疹
様
病
変
、
異
常
分
泌
物

の
有
無
を
注
意
深
く
さ
が
し
ま
す
。

㈲
　
次
に
シ
つ
り
を
触
れ
る
に
は
、

寝
た
位
置
で
行
い
ま
す
。
検
査
す
る
側

の
手
を
頭
の
上
に
上
げ
、
肩
の
下
に
は

薄
い
枕
か
タ
オ
ル
を
入
れ
乳
房
が
中
央

に
く
る
よ
う
化
し
ま
す
。
こ
れ
を
し
な

い
と
乳
房
が
外
に
垂
れ
て
触
知
し
に
く

く
な
り
ま
す
。

㈹
　
こ
の
位
置
で
図
の
如
く
指
の
腹

を
あ
て
て
、
肋
骨
に
沿
っ
て
あ
ま
り
力

を
入
れ
ず
に
外
か
ら
内
へ
、
上
か
ら
下

ま
で
順
次
に
て
い
ね
い
に
触
っ
て
シ
つ

り
の
有
無
を
謁
ぺ
ま
す
。
乳
房
の
外
側

の
上
半
分
が
病
変
の
多
い
と
こ
ろ
で
す

か
ら
て
い
ね
い
に
見
て
く
だ
さ
い
。
よ

く
坐
っ
た
ま
ま
で
触
れ
ろ
人
が
あ
り
ま

す
が
、
小
さ
な
シ
つ
り
は
触
れ
に
く
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
o

（つづく）

A
闘
闊
園
圏
園
V

河
申
　
靖
喜
連

相
客
の
高
さ
い
び
き
を
御
詠
歌
と
思
い

で
眠
る
篠
栗
の
宿

織
田
ち
か
え

今
出
で
し
宿
の
灯
り
も
遠
く
な
り
車
窓

は
や
が
て
闇
を
か
け
ゆ
く

高
崎
　
佳
子

こ
の
湯
宿
庄
屋
の
家
と
言
う
広
間
風
情

乏
し
く
雨
の
音
聞
く

垂
広
　
　
勝

助
目
と
変
ら
ぬ
部
屋
は
そ
の
ま
ま
の
生

家
に
来
た
り
亡
き
父
母
偲
ぶ白

石
と
し
子

今
日
の
旅
終
り
て
今
宵
竹
そ
よ
ぐ
嵯
峨

野
の
里
の
宿
に
く
つ
ろ
ぐ

久
野
き
よ
の
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12月上期の遠賀町主要行事
日 �曙 �行　　事　　内　　容 �時　　　間 �実施全港i担当課名 ��目的及び主な対象等l詳細 

（ 10 �土 �インフルエンザ 予　防　按　珪 �各医院の診療時間内 ��住　民　課 �鵠護結申8ページ 

1 �木 �ボランティア・スク可 � �中央公民館 �社会教育課 �ボランティア・スクール生l 

2 �金 �読　　書　　静　　座 � �中央公民館 �社会教育課 �「青い菱」会員と申込者l 

3 �土 �第1回町民体育大金 目 �一・12：0 �櫨会談胃管 �社会教育課 � � 

同和教育研究大会 � �0中央醐I社会教育課 ��蒜幾謙鷲すl議シを 

4 �日 �第1回町民体育大会 �8：40－・ �勤労者体育 センターー �社会教育課 �中学卒業以上の女子I 

5 �月 �定　例　区　長　会 �13：00・一 �役場 第2会議室 �庶∴務　諌 �各区長　i 

6 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �住　民　課 �母子手恨交付　妊産婦 �16ページ 

ペ　ン　習字教室⑱ � �0中央公蛾i社会締課 ��ペン醇教室生l 

7 �水 �料理栄養教室 　　申込み締切日 �・－17：0 �櫨教育課I社会敬謙 ��定員25名 �8ページ 

8 �木 � �巨00－21；0 �0中央公聴i社会輔課 ��ボランティア・スクール生i 

9 �金 � � �認諾　福祉練 ��16歳－60歳の健廉な人 � 

9 ！ 15 �金 ！ 木 �申込み受付 � �鮨生年民諌 ��離籍競児i18ページ 

10 �土 �老人クラブ会長会 �1 9：30・－ �老人憩の家 �福　祉　課 �各区老人クラブ会長l 

11 �日 �第19回遠賀郡 ロードレース大会 �10：00－ �岡　垣　町 �社会教育課 �鵬看募集中　18ページ 

12 �月 �高配。警）合同相談 � �0公民脚飽車祉課 ��馨端整語弊15ページ 

13 �火 �乳　　児　　枯　　淡 � �0役赫健室I住員課 ��生後7－12カ月児 �16ページ 婦　　人　　学　　級 �9：30－－ �中央公民館i社会輔課 ��婦人学級生 � 

ペ　ン　習　字教室⑪ �19：00－21車央公輔i社会締課 ���ペン醇縄生　i 

14 �水 �料理　栄　養　教室（D � �0中央公民館車会教育課 ��料理教室生 �8ページ 

15 �木 �寿　　　　大　　　　学 � �0中央公蛾i社会教醐 ��駄学生　I 

ボランティア・スク可 � �胴央公民年会教育課 ��議遠雷・スクール生） 

恵桟は　燐火のはじまり しめくくり
ー火災の発生しやすい手筋がやってぎました。火気使用時は十分ご注意を一


